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1.はじめに

近年のインターネットの発展や大容量通信の需要の増加に

伴って，通信網の光化が急速に進展している。古河電工ではこの

ような光通信システムに必要なさまざまなデバイスを供給して

いる。光通信の普及のきっかけとなった光ファイバをはじめ，光
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発 に つ い て 紹 介 す る 。

光通信で使用される受光素子は，その形状から，従来の面型

(surface-illuminated) と導波路型 (waveguide，side-illuminated)

の2つに大別できる。当研究グループでは将来有望と考えられ

る後者の導波路型受光素子 (Waveguide Photodiode; 以下，

WGPD) の開発を進めている。図 1および図 2に
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˝$ 1に示した通り，WGPDは通常の端面発光型レーザと良く

似た形状をしており，端面から信号光が入射するザ この長所を生かして設計を行うことにより，高速かつ高受光

感度を同時に実現することができる。また，導波路に沿って均一
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たので，この性質を利用してウエハの反りを制御することを試

みた。例として，反り量が36μmのお椀型形状を持つウエハの

裏面にSiNx膜を300nm








